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（３）本時 平成27年10月15日（木）３・４校時  


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































Xenakis ）， K. シ ュ ト ッ ク ハ ウ ゼ ン
（ Karlheinz Stockhausen ）， C. ウ ォ ル フ
（Christian Wolff），松平頼暁，J. ゾーン
（John Zorn），野村誠など，多くの作曲家が
手がけている。 
３）児童が用いた楽器・音具は，木琴，鉄琴，
バスオルガン，電子オルガン(鐘や打楽器音
なども含む)，シェイカー，アゴゴベル，カ
スタネット，フィンガーシンバル，卓上ベル，
デンデン太鼓，すず，タンブリン，マラカス，
トライアングル，ギロ，カバサ，ウッドブロッ
クなどである。また，絵本を用いた表現や，
演劇的な表現をする児童もいた。 
４）例えば，圓城寺他（2014）において，授業
者の明道が「言葉のリズムの組み合わせ」へ
の関心を促していたにも関わらず，一部の児
童は，いつの間にか「いかに速く細かいリズ
ムで言葉を唱えられるか」といったヴィル
トゥオーゾ的な関心へと導かれていった。こ
れは，拡散的な思考・発想であるが，同時に
「身体で思考」した自然な結果でもある。 
５）本研究での諸実践では，バレエ音楽やオペ
ラ，現代音楽を含む西洋芸術音楽や，16世紀
の絵画といった諸作品を媒介とし，パズルや
ゲームという活動形態を取り入れた実践を
行ったが，もちろん他にも様々な実践の可能
性が考えられるだろう。 
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附記：研究にあたっては全員で検討を行い，３-
３を圓城寺，３-２を天野，４，５を寺内，
１，２を権藤，３-１を森保，６を全員で執
筆した。  
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